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テレビジョンの普及化によ

って,テレビ用受像管および

要は飛躍的に増大

したが,日立製作所は,つねに

国内需要に先行L,30年度に

ひきつづき 造設備のオート

メーショソ化を充実し,なお

かつ多忙な生産に終始した｡

テレビ用受像管はもつとも【~i

大型の27吋管を完成L･,また

17吋,14吋の大衆品に対して

もメタルバック受像管や,90

第1囲 テレビ川受像管の大きさ比較(左より27吋,21吋および14吋)

度偏向管を完成し,国内における裁先端はもちろん,米国

における最高水準にまで達した｡また観測用ブラウン管

は長年の歴史によってあいかわらずの好評を博している

が,その近代化のために二三の改良がおこなわれた.ニ テ

レビ用受信管ほトランスレスの600mAシリーズを完成

し,従来品に対しては雑音低下,特性向上,長 など

に一層の改良を加え,また,高信頼管の製造に義手した｡

ポータブルラジオ何の50mA管ほ輸出向として増産が

要望され,また,25mA管いわゆるSF管も安定生産を

つづけた｡

送信管ほアイマック遇シリーズや船舶無線用のベント

ードシリーズほほとんどの晶瞳がそろい,また8T30,

8T20A などのような】､リウムタングステンフィラメン

トの大型水冷管を完成しNHK に納入したっ

以下にこれらのうちおもなものを摘記する｡.

ブ ラ ウ ン 管

生産設備のオートメーション化

ブラウソ管はテレビ受像管と観測管とに大別される

が,受像管は 磁型から全面的に静電型に移行し,その

寸法ほ家庭用受像機の14吋,17吋から公衆用受像機の21

吋,27吋などの大型管を完成した｡また,蛍光膜にはア

ルミニウムのメタルバックがほどこされ,さらiこ偏向角

が70度から90度になって前後の長さがいちじるしく短縮

されるなど,大きな変革がつぎつぎとおこつた｡そして

これらの受像管を大量生産にするためにほ,今までの電

子管工場でほ夢想さえしえなかったような巨大な設備を

必要とするが,昭和31年にほ蛍光膜の自

クルバック蒸

沈着装置,メ

ー用日動セット,自動排気装置などのオー

トメーショソ化設備を完備し,今後の激増する

機している｡

弟2図は全自動排気装置の-増汚である｡

要を待

第2図 受像管自動排気装置の一部

観測管の性能が優秀であることは年来の伝統である

が,フラットスクリーン観測管や後段加速方式をとりい

れた新型管をつぎつぎと完成した｡またレーダ管には静

電集束やメタルバ､ソク方式を採用して特性の向上が行わ

れている｡

画面のあかるさが倍増するメタルパック受像管の進出

メタルバック方式とは,受像管の蛍光膜内面にアルミ

ニウムを真空蒸着したものである｡高電圧で加速された

電子はアルミ薄膜をとおして,蛍光睦を刺戟し,これを

発光させる｡蛍光面から発する光はメタルバックされて

ない場合はバルブをとおして外部にでるものと球内部を

照らすものの二通りとなるが,メタルバックの場合は,

この球内部に向う光を鏡面作用でほとんど全部反射し

て,蛍光面外側に向けている｡すなわち外側で観測され

る光は普通のものの約2倍となるっ

メタルバック方式は発光能率の向上ばかりでなく,バ

ルブ内壁の反射光が減るので画像のコントラストがよく

なり,また蛍光膜の電導性のため膜の劣化がすくなく,
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長寿命が期待できる｡日立製作所においてほ,メタルバ

ックについて早くから研究し,21吋,17吋管はもとより

最近は14吋にまでこれを実施し.,テレビ

となっている｡

界の注目の的

セットの小型化に重要な90度偏向受像管の出現

受像管のバルブの円錐の角度が従来約70度であったの

を約90度にして電子ビームの偏向角度を大きくした90

偏向受像管は,管の長さが14吋管で約6cm,17吋管で

は約8cm短縮されるのでセットのスペースの節約とな

り,また,バルブ窮畳も約23%低減されるのでセット

を軽量とすることができる｡さらに90度偏向の場合は解

像度も 20～30′% 向上して画像が鮮明になる利点もあ

る｡90度偏向でしかもメタルバックをほどこしたもの

は,最先端の受像管といいうるが日立製作所でほこのメ

タルバック90度偏向受像管を困1月で率先して開発し14吋

(14RP4A)17吋(17AVP4A)21吋(21ALP4A)27吋

(27SP4)の4品種をそろえた.｡その製造接瀾ほ完壁であ

り,量産設備も万全の用意を完~rした｡

受像面が平滑なフラットスクリン観測管完成

従来のブラウン管の受像面ほ多少とも琴曲したものが

多く,とくに大型管では強度保持のため曲面となってい

るが,もしも正しい平面にすると,写真撮影や記録に

便利である｡これを実現したのをフラットスクリーン

型といい,日立製作所ではこの程のき捜で3KPl(F),

3RPIA,5UPl(F)などを完成した｡弟4図は3RPIA

である｡

受 信 管

工作の精密化と性能の信頼性とに重点をおいた受信管

の量産化

テレビ受像機にしてもラジオ受信機にしても,ますま

す小型化の傾向があり,また,一般需要家の目がこえて,

画像や音質のよさが大きな間 になってきたことは戦前

では想像もできなかったことである｡

そのため部品精度向上による特性の均一化と雑音の低

汲,材料研究や作業の精密化による 命の安定などが強

く要望されている｡日立製作所では工具工場を完備し
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第3図 90度偏向(左)と70度偏向テレビ用
ブラウン管の比較

第4図 受像面の平らな新型観測用プラウソ管

て,ジグポーラ,プロフィルグラインダをはじめとして

多数の輸入新銀機械を設置し,塾 や治工具の精度の画

期的向上をはかり,また雑音低減に対してほ広汎な宍験

計画法を利用Lて間 を解決しているuその成果とLて

あらわれたテレビ用の6CB6や,6J6などの低雑音真

空管は,世界の市場にだしてもはずかしくないものであ

る｡また,材料研究の完備や,全館空調工場における

密組立の作 によって,受信管の信頼性は近年ますます

進歩し,航空,艦船,工 自動化装置に不可欠な高信頼

管製作の自信をうるにいたった｡

かような製品も,たえず 命試験によって品質保証を

第5図 トラソスレステレビ用600mA シリーズ受信管
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あたえることが 要であって, 質品代丘
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､
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所作

管理法によって製品の信顔性保持に万全を期している｢,

新品種に関しては,一昨年の6.3Vシリーズテレビ川受

信管完成に引きつづき,トランスレステレビ用の600mA

シリーズを完成して,有力メーカーのセットや日立テレ

ビに採用されている｡

テレビ回路合]璽化のための複合受信管つぎつぎに開発

テレビ受像機の回路には十数個の受信管がもちいられ

ているが,管球の個数をすくなくし,それによって,セ

ットの小型化や価格低減をほかり,しかも,受信管故障

による,サービスの手数を減らそうとする傾向は近来ま

すますつよくなっている｡そのため大部分の真空管はミ

ニアチュア管であり,また,球数を減らしてもセットの

性能を落さないため,従 でも6J6,12BH7のような複

合管(双三極管)がもちいられていた｡

最近では複合管も3極5極管,双2侮3極管などが完

成され,それらほ,従 のテレビ用受信管シリーズにく

わわり,さらに威力を発揮するものと考えられる｡従来

の受信管の2個,3個の能力を一つの受信管で発揮する

これら投合管の完成には,優秀な部品精度と製作作業の

精密化がなけれほ不可能のことである｡故近製造に移さ

れたおもな品種はつぎの通りである｡
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90度偏向テレビ用として信頼度の高い新型水平偏向出

力管出現

90度偏向受像管を率先製作した日立

製作所は,そのセットに使用する水平

偏向出力管としてビーム電ノ｣管6DQ6

-A およぴ12Ⅰ)Q6-A を開発した｡

受像管の偏向角が70 から90度へと増

大するために,水平偏向回路の負担が

それだけ増大し,これに耐えうるH力

管が必要になったわけである｡

6(12)DQ6-Aほ従来の6(12)BQ6

-GTB/6(12)CU6の出力不足をおぎな
うもので,陽極損失ほ36%,陰極電流

ほ25%大きくなっており,また動作

時の陽極電流が大きいので,90度偏向

の回路にもちいて十分な出力がえられ

かつ安定な動作と長寿命とが保証され
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第7図

90度偏向テレ

ビ用水平偏向

出力管

る｡しかもヒータ定格およびカットオフ特性が 6(12)

BQ6-GTB/6(12)CU6とおなじになっているので,これ

との互換性も十分である｡

第6図 テレビ用複合受信管

送 信 管

トリウムタングステンフィラメン

冷管の高能率化

ラジオ放 などの出力10kW 程

度の水冷,またほ強制空冷の大型送

信管は従来電球とおなじ,純タング

ステンフィラメントを用いたものが

多い｡

しかるに,純タングステンほ,管

内残留ガスなどにたいして耐久性は

良いが,電子放射能率は低く,した

がってフィラメント温度を相当高く

しなければならない｡そうすると,

消費電力がかさみ,また交流磁界に

起因するハム雑音が多くなり,その

ほか管内の温度上井のための1､ラブ

ルの可能性があり,通信技術者はそ

の道正使用に苦心していた｡

これらの難点を解消するために,

フィラメソト温度を低くしておなじ

ト使用による大型水

第8図 トリウム

タソグステソ使

用の大型水冷管

電子放射をうるには,低目力の送信管の場合のように寸

リウムタングステンのフィラメントをもちいればよいは

ずだが,水冷管の10～20kVの電圧に耐えることほ困

難であった｡しかるに,最近真空技術の向上と特殊グッ

ターの使用により,この困難を克服して,水冷管にもト

リウムタングステンを使用することができ,つぎつぎと

タングステンフィラメントの管が,トリタン化されてい

る｡一例をあげるとつぎのごとくである｡

長品詣芸ソグステンl讐ヲ‡て蛋ステンフィ陽極損失
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このなかでも8T30は従来中波放送川として歴史の古

い8T92に代るものであり,トリタン化されて柄造も軽

々な点で進歩している,3呵ミ以来,NHKに納入して好

成績をおさめている｡

外気温度に左石されず安定動作するキセノンガス入り

整流管の開発

■ の送信機の底

流電源として,熱陰極水銀整流管(た

とえば1H16,2H66,4H72,4H73,

5H69,7H57など)が用いられるの

は周知であるが,水銀の蒸気圧が外

気温度に割合に敏感のため,このよ

うな整流管の使J~l~jにほ多少注意しな

ければならぬ点があった｡

しかるに最近完成したキセノンガ

ス入りの整流管,2H28,4H32など

ほ,水銀の代りにキセノンガスを封

入してあるため,約一50′､-+70ロCの

周囲温度でらくに使用しうるもので

ある｡

普通のガス入り管は一電気的の耐圧

第9図 キセノン

入り熱陰極整流

管

が低いものだがこれらキセノンガス入整流管はプレー

ト シールドなどの構造設計に特別な臼三志が払われてお

り,従来の水銀管と同じ耐圧特性をもっている｡さらに

の構造を工夫して兵力命化をはかつている｡日立製

作所で 作されている品種ほつぎのごとくである｡

4H32 4B32 4ⅠⅠ72
紅洗電流=1.25A

辿耐電1E=10kV

船舶用送信管シリーズの充実

船舶川送信管として五極管4P60,6P80,P250など

は数年以前から相継いで開発して好評を博してきたが,

う丘年造船界の活況や遠洋 輸,遠洋漁業が清沢を呈した

ため需要も増大し,その要望にこたえて,船舶川ベント

ードシリーズの開発強化をはかった｡代表品穐ほつぎの

とおりである(カツコ内の数字は許容陽極損珠)｡

2P22(33W),3P50(60W),3P50A(60W),4P60

(125W),P250A(420W)､5P70(420W),6P80A(600

W)｡

船舶川送信符としては,

イ.‡板度がすぐれていること

が売要であり,電極構造の

耐振性や,†耐湿性,耐絶

縁性に考慮が払われねばな

らない｡そのため,電極

構造は円箇を 川し,従

の数個の陰極を一本にま

とめるなどの改良が行なわ

れ,また, 締な耐振,

耐衝撃試験を行なって一同

の惰性的上につとめてい

る｡
第10回 船舶用送信用

5極管

トランジスタ,ダイオードおよびサーミスタ

真空管を小型にする欲求はついに"トランジスタ"の

完成となり,電子装置の小型化をますます促進している｡

R立製作所におけるトランジスタおよびダイオードの研

究も試作を終え生産に着手している｡

トランジスタほ真空管のように真空中ではなく,ゲル

マニウムなどのさ1乞導体内の電子の働により,検波,増幅

などがおこなわれるので陰極加熱電源は不用で,瞬時作

動するほか小型,軽鼓,堅乍,長寿命などの特長がある｡

現在日立製作所で生産されているトランジスタおよび

ゲルマニウムダイオードほ, 験試の両方各 果からもそ

の優秀さをしめすデータがえられている｡まこた本製品を

使用したポータブルラジオも試作され感度および音質の

点で好結果をえている｡

温度補償用サーミスタはトランジスタ使用のB級プッ

シュブル回路の温度補依川として製作され,250Cにおらナ

る特性は,抵抗値270士55Jl,温度係数一3.1～3.5%/OC

である｡

第11図 トラソジスタ,ダイオードおよびサー スタ

(左より4個トランジスタ,つぎ5個ダイオード,右

端サー スタ)




